
　市史編集委員会では、数年後に写真を中心とした本を刊行
する予定です。現在さまざまな写真や絵はがきなどを集めて
います。隔月 1 日号に、同委員会で集めた写真を紹介します。

【問】市生涯学習課市史編さん係（☎ 72・1275）
「思ひ出」写真館
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　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな
がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 7 人の隊員たちの活動を紹介します。

【問】市観光課（☎ 77・8563）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

大好評だった「柳川まり」をテーマにした雛めぐり舟大好評だった「柳川まり」をテーマにした雛めぐり舟

コロナに負けない
柳川観光づくりに向けて

　柳川に着任して 2 年が経過。この 2 年間は、50
年生きてきた自分を信じて「自然体」で動いてき
ました。肩の力を抜き、これまで培ってきた広告
のノウハウや観光、海運業界のスキルもときどき
思い出しながら、仕事に向き合いました。そのか
いあってか次第に人脈が広がり、本音を言い合え
る人や組織も増えてきました。ようやく柳川観光
に関わる人間の一人になれた気がしています。
　4 月 3 日まで開催した「柳川雛祭り さげもんめ
ぐり」の中のイベントの 1 つ「雛めぐり舟」。今年
は「柳川まり」をテーマに、例年とは違う装いに
しました。広報紙でまりの提供を呼びかけ、集ま
ったまりをどんこ舟に飾り付けたところ、乗船し
たお客さんから大好評。舟上での食事や市内の商
店街などで使えるクーポンを特典として付けたこ
ともあり、昨年の 2 倍以上の人に利用してもらえ
ました。地域や商店街、観光業、行政などが連携
した「観光地域づくり」が実現したことに、柳川
が持つ可能性の大きさを改めて感じました。

　柳川に移住し１年が経ちました。この 1 年間は、
手作りしたキッチンカーで、よかもん館や市内の
イベントに数多く出店させてもらいました。また、
むつごろうランドで泡マルシェを企画するなど、
貴重な経験をたくさんすることができました。残
念だったのが、コロナ禍で市民の皆さんと交流で
きる機会が少なかったことです。
　そこで、地域おこし協力隊と市民の皆さんとが
交流できるイベントを 1 月に交流館「なかしまワッ
セ！」で開催しました。まず、来場者に市にはど
んな地域おこし協力隊がいるのかを紹介。その後、
柳川のこれからを考えるワークショップを実施し
ました。ワークショップでは、皆さんから市内で
開催したいイベントや課題と感じることなどを聞
くことができ、とても有意義な時間にすることが
できました。
　これからも定期的に同様のイベントを開催し、
皆さんと交流できたらと思っています。ぜひ、遊
びにきてくだい。

交流ワークショップで
市民の皆さんと意見交換

多く意見を交換できた市民との交流ワークショップ多く意見を交換できた市民との交流ワークショップ

竹下 政志（50 歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

平井 剛
つ よ し

志（31 歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川観光
の未来を担うマルチプレイヤー
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。
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昭和30年頃の採貝漁業  柳川古文書館　中川　晃一

【写真 1】 木造船を使用した採貝漁業【写真 2】 収穫された貝類の加工作業


